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当
時
は
高
所
足
場
の
つ
く
り
も
安
全
帯
や
ヘ
ル

メ
ッ
ト
も
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
現
場
で
は
工
事
の
安
全
確

保
に
は
今
以
上
の
準
備
や
気
配
り
が
必
要
だ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
当
時
の
最
新
技
術
や
工
程

管
理
を
駆
使
し
、
今
の
人
や
モ
ノ
の
往
来
の
豊

か
な
西
多
摩
地
域
が
あ
る
と
の
思
い
を
強
く
も

ち
ま
し
た
。
先
駆
者
の
方
々
に
改
め
て
感
謝
で

す
。
最
後
に
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
先
代

社
長
の
馬
場
裕
司
氏
、
馬
場
組
に
紙
面
を
借
り

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

 

325 号 

「
温
故
知
新
」
第
二
回
目
は
、
昭
和
十
年
当
時
の

武
蔵
五
日
市
駅
周
辺
の
土
木
事
業
の
様
子
を
馬

場
組
の
先
代
社
長
か
ら
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

馬
場
組
は
、
明
治
三
十
年
頃
に
五
日
市
を
中
心
に

土
木
工
事
の
住
民
総
代
請
負
人
を
さ
れ
て
、
昭
和

二
十
九
年
に
株
式
会
社
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

写
真
①
は
、
昭
和
十
年
当
時
の
秋
川
橋
（
五
日
市

駅
直
下
の
秋
川
に
架
か
る
橋
）
で
右
岸
の
橋
詰
か

ら
撮
っ
た
も
の
で
す
。
現
在
の
秋
川
橋
は
昭
和
六

十
年
に
架
け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
記
事
の
最
後
に

同
じ
場
所
か
ら
撮
っ
た
写
真
⑤
を
の
せ
て
あ
り

ま
す
。 

昭
和
十
年
竣
工
の
こ
の
秋
川
橋
は
当
時
の
技
術

の
粋
を
集
約
し
た
ア
ー
チ
橋
で
し
た
。
写
真
左
端

す
。
真
ん
中
の
男
性
が
棟
梁
の
宮
﨑
真
一
氏
で

す
。
当
時
の
業
界
で
多
く
の
土
木
事
業
で
活
躍
さ

れ
た
方
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
現
在
の
土
木
工
事
は

詳
細
な
設
計
に
よ
り
構
造
や
工
法
が
決
め
ら
れ
、

そ
れ
に
従
い
綿
密
な
工
程
管
理
が
さ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
製
品

が
多
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
は
現
場
状
況
な
ど

に 

で
帽
子
を
手
に
し
た
男
性
が
馬
場
組
創
業
者
の

馬
場
安
三
郎
氏
。
右
端
が
二
代
目
の
馬
場
恒
一

氏
（
写
真
③
及
び
④
の
〇
囲
み
も
同
氏
）。
中
央

の
男
性
は
当
時
、
多
く
の
土
木
事
業
で
活
躍
さ

れ
た
棟
梁
の
宮
﨑
真
一
氏
で
す
。
現
在
の
土
木

工
事
は
詳
細
な
設
計
に
よ
り
構
造
や
工
法
が
決

め
ら
れ
、
そ
れ
に
従
い
綿
密
な
工
程
管
理
が
さ

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
製
品
も
多
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
は

現
場
状
況
な
ど
に
あ
わ
せ
型
作
り
な
ど
で
仕
込

ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
棟
梁
の
腕
の
み
せ
ど

こ
ろ
で
し
た
。
宮
﨑
氏
は
橋
の
ア
ー
チ
づ
く
り

な
ど
の
型
枠
作
り
も
得
意
と
さ
れ
た
大
工
さ
ん

で
西
多
摩
に
多
く
の
仕
事
を
残
さ
れ
ま
し
た
。 

  

西
多
摩
土
木
遺
産 

「
温
故
知
新
」
第
２
回 

 

武
蔵
五
日
市
駅
周
辺 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2021 年 8 月 

 

STOP！熱中症 クールワークキャンペーン （職場における熱中症予防策） 

― 熱中症予防対策の徹底を図る ― （令和３年５月１日～９月３０日）       

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000116133.html  参照 
 

 
 

写真① 秋川橋 昭和 10 年当時 

（中央○囲みが宮﨑真一氏） 

） 

写真②  

 

写真④  

写真③  

 

写
真
②
③
④
は
昭
和
十
年
頃
の
工
事
現
場
で

す
。
場
所
は
現
在
の
檜
原
街
道
に
面
し
て
い
る

五
日
市
警
察
署
の
付
近
に
な
り
ま
す
。
当
時
、

檜
原
街
道
は
曲
が
り
く
ね
り
高
低
差
も
激
し
く

人
が
や
っ
と
通
れ
る
よ
う
な
道
で
し
た
。
平
坦

で
自
動
車
通
行
も
可
能
な
現
在
の
檜
原
街
道
と

す
る
た
め
の
基
礎
工
事
で
す
。
山
々
か
ら
秋
川

に
な
が
れ
込
む
水
の
道
と
な
る
暗
渠
を
構
築
し

て
い
ま
す
。
こ
の
上
部
に
交
差
す
る
よ
う
に
し

て
現
在
の
檜
原
街
道
は
通
っ
て
い
ま
す
。
当
時

の
作
業
の
雰
囲
気
が
わ
か
る
貴
重
な
写
真
が
多

数
、
馬
場
組
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
工
程

に
そ
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
写
真
②
は
地
な
ら

し
砕
石
の
様
子
で
す
。
ス
ー
ツ
姿
は
東
京
府
の

職
員
と
思
わ
れ
ま
す
。
（
現
在
の
建
設
事
務
所

の
監
督
員
）
写
真
③
は
暗
渠
の
基
礎
お
よ
び
導

入
空
間
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
当
時
の
監
督
や

職
人
さ
ん
の
仕
事
の
様
子
が
う
か
が
い
知
れ
ま

す
。
写
真
④
は
暗
渠
が
設
置
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。
外
構
枠
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
竹
で
し

ょ
う
か
。 

 

写真⑤ 現在の秋川橋 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000116133.html
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◇ あ と が き ◇ 

 2020 東京オリンピック・パラリンピックと共に夏本番がや

ってきました。カラッと晴れた快晴の日は気持ちの良いもの

ですね。しかし、近年地球温暖化にともない熱中症が懸念さ

れ、オリンピックでも競技の時間帯をずらす等の対応を工夫

しながら開催しているようです。開催につきましては賛否両

論あると思いますが、選手の皆様の熱い思いとパーフォーマ

ンスに心を打たれています。この感動から元気をもらい、猛

暑や新型コロナパンデミックのストレスを吹き飛ばしたいで

すね。                 ～広報委員会～ 
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上
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ま
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令 和 ３ 年 度 工 事 現 場 安 全 パ ト ロ ー ル 報 告 そ の １ 

 西多摩建設業協会では、協会各社の建設技術の向上および、

更なる安全管理のため、協会の災害対策安全委員が協会員の

工事現場を訪問し指導や意見交換を定期的に実施しておりま

す。今回は 7 月 29 日に、三現場で実施したうち、永田橋通り

での道路改修工事の安全パトロールについてご報告いたしま

す。なお、残りの 2 現場については次号以降に掲載を予定し

ております。 

1. 工事件名：道路改修工事（西-草花の 10） 

 

2. 工事場所：永田橋通り 一般都道伊奈福生（第 165 号） 

東京都あきる野市草花地内  

 

3. 工  期：令和 3年 2月 8日～令和 3年 11 月 17 日 

 

4. 工事概要：  

       

 本工事は，一般都道伊奈福生線（第 165 号通称永田橋通り）

の内，あきる野市草花地区において道路幅員の拡幅を目的と

した整備工事を行うものです．工事は、南面においてφ1200、

延長 20ｍの鋼管杭を 8 本設置し、既設橋台の取り壊し及び土

砂の掘削を行い、鋼管杭の前面に新たな擁壁また、上部には

橋台下部工を構築します。その後、道路拡幅部の仮舗装を施

工し、歩道を暫定的に広げ、今回工事は完了となります。 

 

災害対策安全委員の主な意見 

・休憩所にウォータークーラーや製氷機、グリーンカーテン

など熱中症対策がしっかりしていた。 

・WBCT 値を測定できる黒球式の温湿度計を現場担当者 

が携帯し、随時確認できる状況にされていた。 

・近隣住民 PR用、工事 PR、デジタルサイネージの設置、完成

動画の紹介など極めて良好 （右記に写真①～③掲載） 

 

 

  
写真① 写真② 

写真③ 

写真① 

施工現場様子 

 

写真② 

休憩所グリーンカーテン 

 

写真③ 

PR 用デジタルサイネージ 


